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序

須木村には,永い歴史に裏付けされた多くの史跡や文化財があります。

これらは,現在に生きる私達が祖先から預かり,将来へと引き継いでいかな

ければならない貴重なものです。

近年,本村においても各種の開発事業が実施されるのに伴い,開発と保護の

調和をいかにはかるかが重要な課題となってまいりました。

今回の調査は,地下に埋もれている遺跡 (埋蔵文化財)の範囲を明らかにす

るために,試掘調査及び地表観察による遺物採集を中心に実施いたしました。

この調査により,多 くの貴重な資料の収集とともに上九瀬地区から内山地区

に至るまでの村内全地区に縄文,弥生を中心色する古代の遺跡が分布している

ことが確認されました。しかし,今回の調査には限度があり,条件的には遺跡

の存在が十分に考えられるにもかかわらず,栗園や荒地となっているために確

認にいたらない遺跡が数多くあることが予想されます。

遺跡は,その性格上,一度破壊されると正確な調査は極めて困難となります。

今後とも,開発事業に当たっては,教育委員会と十分な協議をされることを

お願いいたします。

本事業の実施にあたり,ご指導,ご援助をいただきました文化庁,県教育委

員会に対し厚くお礼を申し上げます。

本報告書が,文化財保護思想啓発のための資料として役立つことを念願する

とともに,村民各位の文化財保護行政に対するご理解とご協力をお願いいたし

ます。

平成 6年 3月

須木村教育委員会

教育長 西 道 三 男



例   言

1.本書は須木村教育委員会が平成 4年度から5年度にかけて文化庁・宮崎県教育委員会の

補助を受けて実施した遺跡詳細分布調査の報告書ですが,県,村指定の文化財についても

合わせて報告しています。

2.本書に掲載された遺跡 (埋蔵文化財)は ,すべて文化財保護法にいう「周知の埋蔵文化

財包蔵地」です。

3。 「周知の埋蔵文化財包蔵地」において,土木工事等を実施しようとする場合には,文化

財保護法により「発掘に着手しようとする日の60日 前までに文化庁長官に届け出る」必要

がありますので,土木工事等の計画段階から須木村教育委員会生涯教育課 (宮崎県西諸県

郡須木村大字中原1741-1・ TEL0984-48-2266)な いし,宮崎県教育委員会文化課 (宮

崎県宮崎市橋通東 1丁 目9番10号・TEL0985-24-1111)へ 事前に照会,協議するよう

にしてください。

また,国及び地方公共団体等が土木工事等を実施する場合には,土木工事等の通知書を

提出することが必要です。

4.指定文化財については,その指定地内等で開発事業を行う場合は,文化財保護法,宮崎

県文化財保護条例,須木村文化財保護条例等に基づく現状変更許可申請を行い,事前に許

可を得ることが必要です。

5.埋蔵文化財は,地下に埋もれている性格上,現在,未発見で工事中発見される場合があ

ります。その場合は,文化財保護法の規定により「その現状を変更することなく,遅滞な

く文化庁長官へ届け出る」必要がありますので,工事等を計画する場合はなるべく事前に

須木村教育委員会生涯教育課へ照会してください。

6。 本書及び埋蔵文化駐,こ 関する問い合わせは須木村教育委員会生涯教育課ないし宮崎県教

育委員会文化課へお願いします。

7.本書に掲載した地図は建設省国土地理院長の承認を得て同院発行の25,000分 の 1の地形

図を複製したものです。



伊ll

1.指定文化財指定地の範囲については (三⊃ で,埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」)の

範囲については (正三)で示している。点として所在する指定文化財,ま た古墳等で一基

単独で所在するものについては 0で表示している。

2.指定文化財の名称は指定の際の名称である。

3.遺跡名は,原則としてその場所の小字名で命名したが,一部については,その地域での

通称によつた。

4.地図上の「遺跡番号」は,すべて地名表のそれと一致する。

5。 「遺跡番号」は,大字で区分し,100番台は鳥田町,200番台は中原,300番 台は下田,

400呑台は奈佐木,500番台は内山とした。

6.遺跡等の所在地は,小字まで標記したが,詳細については須木村教育委員会生涯教育課

及び宮崎県教育委員会文化課へ問い合わせられたい。

7.調査の組織
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隣

号

蒐

番
i文化財の名称 所 在 地 種 Bll 指 定 指定年月日

1 残柔籍吾鑽 大学中原字上の原 古 墳 県 HEa1 9年 4:月 17日

2 表 未 の 轄 大字下田字鶴風 名 勝 県 略榊3年12月 5日

3 柔良義憂等の醤 大学下田宇叛の下 史 跡 村 BEm494■月 1日

指 定 文 化 財
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Ⅱ.埋蔵文化財包蔵地地名表

鳥田町地区

中 原 地 区

下 田 地 区

奈佐木地区

内 山 地 区

101年

201-

301-

401-

501-

※番号は地図の番号と一致している。
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大字鳥田町 (101～ )

遺跡番号 遺 跡 名 称 所  在  地 時  代 種  別 備 考

101 山 之 口 遺 跡 大宇鳥田字山之口 不 詳 散 布 地

102 牧 谷 遺 跡 大字鳥田字山之口 縄 文

103 小崎谷第 1遺 跡 大 字 鳥 田字 神 上

104 小崎谷第 2遺 跡 大 字 鳥 田 字 神 上

105 中 村 遺 跡 大 字 鳥 田 字 中 村 不 詳

106 鳥 越 遺 跡 大 字 鳥 田 字 鳥 越 近 世

107 醤農鎮遺跡 大字鳥田字古屋敷
サ

弥 生

108 八 重 尾 谷 遺 跡 大字鳥田字八重尾谷 不

109 城 ケ 尾 遺 跡 大字鳥田字古屋敷 縄 文

110 松 尾 遺 跡 大 字 鳥 田 宇 松 尾

111 中 藪 遺 跡 大 字 鳥 田 字 中 藪 平 安

112 白 坂 遺 跡 大 字 鳥 田字 白 坂 縄 文

113 吐 合 遺 跡 大 字 鳥 田 字 吐 合

114 桑 原 谷 遺 跡 大 字 鳥 田 字 吐 合

115 蟹農鎖下遺跡 大字鳥田字堂屋敷

116 堂 屋 敷 中 遺 跡 大字鳥田宇堂屋敷

117 薬 師 下 遺 跡 大字鳥田字堂屋敷

118 薬 師 上 遺 跡 大宇鳥田字堂屋敷

119 堂 屋 敷 上 遺 跡 大字鳥田字堂屋敷
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大字中原 (201～ )

遺跡番号 遺 跡 名 称 所  在  地 時  代 種  別 備 考

201 川 内 山 遺 跡 大 字 中原 字 川 内 不 言羊 散 布 地

202 館 歯 遺 跡 大 字 中 原 字 川 内 中 世

203 琴 無 遺 跡 大 字 中 原 字 冷 水

204 富 永 遺 跡 大 字 中原 字 富 永

205 穆守 蓉遺跡 大 字 中 原 字 富 永 包 蔵 地

206 岩 船 遺 跡 大 字 中 原 字 岩 船 平 安 散 布 地

207 小 城 遺 跡 大 字 中原 字 重 永 中 世 城 館 跡

208 上 床 第 1遺 跡 大 字 中 原 字 上 床 縄 文 包 蔵 地

209 上 床 第 2遺 跡 大 字 中 原 字 上 床 散 布 地

210 上 床 第 3遺 跡 大 字 中 原 字 上 床 縄文～中世 包 蔵 地

211 下 ノ 原 遺 跡 大字中原字下 ノ原 散 布 地

212 上 ノ 原 遺 跡 大字中原字下 ノ原

213 宮 地 遺 跡 大 字 中 原 字 宮 地 弥 生

214 大 年 谷 遺 跡 大字 中原字上 ノ原 縄文～古墳 調 査

215 木 場 屋 敷 遺 跡 大字中原字木場屋敷 弥 生

216 田 代 入 重 遺 跡 大字中原字田代八重 縄文～近世 調 査
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大字下田 (301～ )

遺跡番号 遺 跡 名 称 所 在 地 時  代 種  別 備 考

301 軍 谷 第 1遺 跡 大 字 下 田字 軍 谷 縄文～近世 散 布 地

302 軍 谷 第 2遺 跡 大 字 下 田 字 軍 谷 縄文～中世

303 軍 谷 第 3遺 跡 大 字 下 田 字 軍 谷 縄文～弥生

304 山 宮 遺 跡 大 字 下 田 字 軍 谷 弥生～古墳

305 永 田 遺 跡 大宇下田字下永 田 縄文～中世 試 掘 調 査

306 尾 殿 第 1遺 跡 大 字 下 田 字 尾 殿 中 世

307 尾 殿 第 2遺 跡 大 字 下 田 字 尾 殿 弥生～中世

308 尾 殿 第 3遺 跡 大 字 下 田 字 尾 殿 弥生～古墳

309 片 地 遺 跡 大 字 下 田 字 片 地 縄文～中世

310 西 俣 遺 跡 大 字 下 田 字 片 地 縄 文 包 蔵 地

311 鶴 園 遺 跡 大 字 下 田 字 片 地 散 布 地

312 須 木 城 跡 遺 跡 大 字 下 田 字 唐 池 中 世 城 館 跡 試 掘 調 査

313 唐 池 遺 跡 大 字 下 田 字 唐 池 縄文～中世 散 布 地

314 麓 上 原 遺 跡 大 字 下 田 字 唐 池 中 世 調 査

315 誓 遺 跡 大 字 下 田 字 表

316 埜奮 蓉遺跡 大字下田字上長谷 縄 文 調 査
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大字奈佐木 (401～ )

遺跡番号 遺 跡 名 称 所  在  地 時  代 種  別 備 考

401 払 谷 遺 跡 大字奈佐木字払谷 縄 文 散 布 地

402 |ド
ん
答第1遺 跡 大字奈佐木宇峠谷

403 |ドん容第2遺 跡 大字奈佐木字峠谷

404 猫親第1遺 跡 大字奈佐木字猫坂

405 猫 坂 第 2遺 跡 大字奈佐木字猫坂 中 世

406 小 妻 木 遺 跡 大字奈佐木字小妻木 縄 文 試 掘 調 査

407 権 現 谷 遺 跡 大宇奈佐木字払谷

408 上 ノ原 第 1遺 跡 大字奈佐木字 日平

409 上ノ原第 2遺 跡 大字奈佐木字 日平 平 安

410 日 平 遺 跡 大字奈佐木字 日平 中 世

411 鴬議第1遺 跡 大字奈佐木字 日平 縄 文

412 鴛遜第2遺 跡 大字奈佐木宇 日平 縄文～近世

413 上奈佐木第 1追跡 大字奈佐木字横谷 縄 文

414 上奈佐木第 2遺跡 大字奈佐木字横谷

415 永 迫 遺 跡 大字奈佐木字永迫

416 爛 中ヒ  式盛琳 調■
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大字内山 (501～ )

遺跡呑号 遺 跡 名 称 所 在 地 時  代 種  別 備 考

501 須志原第 1遺 跡 大字内山字須志原 縄 文 散 布 地

502 須志原第 2遺 跡 大字内山字須志原

503 須志原第 3遺跡 大字内山字須志原

504 須志原 第 4遺 跡 大字内山字須志原

505 神 原 遺 跡 大 字 内 山 字 神 原 弥 生

506 上 原 第 1遺 跡 大字内山字上 ノ原 縄 文

507 上 原 第 2遺 跡 大字内山字上 ノ原

508 上 原 第 3遺 跡 大字内山字上 ノ原 弥生～平安

509 歯洒明跡遺跡 大 字 内 山 字 向 江 中 世 城 館 跡

510 堂 坂 遺 跡 大 字 内 山 字 鶴 原 弥 生 散 布 地

511 田 ノ 上 遺 跡 大 字 内 山 字 鶴 原 縄文～平安

512 松の畑第 1遺 跡 大 字 内 山字 鶴 原 縄 文

513 松の畑第 2遺 跡 大 字 内 山字 鶴 原 平 安

514 松の畑第 3遺 跡 大 字 内 山字 鶴 原 縄 文

515 鶴 原 第 1遺 跡 大 字 内 山 字 鶴 原 縄文～弥生

516 鶴 原 第 2遺 跡 大 字 内 山 字 鶴 原 平 安

517 楠ノ木谷第 1遺跡 大字内山字長谷原 縄文～平安

518 稲ノ泉蓉第2遺跡 大字内山字長谷原 平 安

519 開 拓 第 1遺 跡 大字内山字長谷原 弥 生

520 開 拓 第 2遺 跡 大字内山字長谷原 縄 文

521 長谷原第 1遺 跡 大字内山字長谷原 縄文～平安

522 長谷原 第 2遺 跡 大字内山字長谷原 縄 文

523 長谷原第 3遺 跡 大字内山字長谷原 縄文～平安

524 七 ッ 山 遺 跡 大字内山字七 ツ山 縄文～中世
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Ⅲ.確認調査概要 (須木城跡・大年谷遺跡 )
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買 木 城 跡

1.城跡の位置と調査に至る経緯

須木城跡は,須木盆地の南,北へ突出した丘陵の突端に築城されている。丘陵上の標高は

約400mで周辺水田との比高差は40mほ どであり,城跡の北眼下には本庄川が東流している。

須木城跡は,丘陵を巨大な堀切り等で各々を独立させて 4か所の曲輪を形成している。 4か

所の曲輪の中で 3か所については、剛巴田木城」「荒神城」「松尾城」と呼称されてお り, レ

ベル的には「松尾城」が最も高所に位置している。人巻孝夫氏は, もっとも広く一部石垣が

見られる「松尾城」は居住地としての城,北端の「肥田木城」は,高さや防御の厳重さから

詰の山輪と考えている。

村からは活性化の一環として「松尾城」跡の一角に鐘撞き堂を建設することについて村教

育委員会へ照会があった。教育委員会では城の一部は影響を受けているが,全体的にはよく

残 り,周辺の地名等から当時の政治支配の地として貴重な遺跡であつたことなどから,遺構

の遺存状況の確認のための調査を平成 3年 11月 30日 から12月 1日 まで実施した。確認調査の

結果,遺構の遺存状態が良好であったので,協議の結果,鐘撞き堂建設については場所が変

更されることとなった。

2.調査の概要

調査はトレンチ法で実施した。当地の基本層序は,第 I層表土,第 Ⅱ層スコリアを含む黒

色土,第Ⅲ層黒色土,第Ⅳ層アカホヤ,第 V層暗褐色土,第Ⅵ層暗褐色のブロック上のはい

る黒褐色土,第Ⅶ層黒褐色土,第Ⅷ層小林ボラ,第Ⅸ層赤褐色斑のある黄褐色土,第 X層黄

褐色土となっている。 lTは土塁状の高まりの部分で鐘撞き堂建設予定地でもある。表上下

でアカホヤのブロック土が見られ盛土であることが確認され,城に伴う土塁と判断される。

2Tは石垣の基底部の確認を目的とした。 トレンチ東半部については,弓道場建設のため造

成の際の撹乱が見られる。石垣の基底部は第Ⅶ層黒褐色土となっており,城築造時の造成で

第Ⅵ層上位は消滅している。3Tから5Tは城築造時の造成状況の確認を目的とした。表土

下の層は, 3Tでは第V層暗褐色土, 4Tでは第Ⅳ層アカホヤ, 5Tでは盛土が確認された。

このことから,当平坦部は南面する斜面を造成により平坦部としていることがわかる。3T
ではピットが数個検出され,ま た, 4Tで もアカホヤ面で径25cHl程 のピットが1個検出され,

輸入陶磁器染付が出土している。 5Tでは遺構は検出されていないが,輸入陶磁器染付 。青

磁が出土している。3T北に土塁確認のため 3T′ を設定した。その結果,土塁の表面には

板状の石が水平に積まれていることが確認されたが,その左右についてもボーリングにより

石の存在を確認している。 6Tは ,遺構の所在状況確認のためトレンチは幅広とした。表土

下に第Ⅲ層黒色土も遺存している。アカホヤ面でピットが多数検出され,土師器皿片等の外

縄文後期の土器片も出土している。3～ 6Tを設定した平坦部については,極めて遺構等の

遺存が良好であることが判明した。
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遺 跡

1.遺跡の位置と調査に至る経緯

遺跡は,須木村役場の南100m,山の裾近くの標高約401mの狭い舌状の南面する尾根上に

立地する。尾根の南側は急傾斜であるが,北についてはやや緩やかな斜面となっている。遺

跡の北150mの緩斜面には古墳時代の地下式横穴墓群が所在し,その間の谷には水量は少な

いが湧水がある。遺跡の所在については,平成 2年度の「21世紀長寿村づくり事業」に伴う

試掘調査で確認された。当造成工事にかかる部分について平成 3年 1月 に発掘調査が実施さ

れ,縄文早期の集石遺構 4基・焼石群 4か所,古墳時代の竪穴住居跡 1軒が検出されている。

造成工事は発掘調査後実施されたが,その後の計画変更でさらに敷地を拡張することとな

り,平成 5年 11月 村教育委員会に拡張部分における遺跡の広がり状況について照会があり,

教育委員会で試掘調査を実施することになった。調査は平成 5年 11月 30日 に実施し,縄文早

期の包含層が広がることを確認した。拡張部分の発掘調査は,平成 6年 1月 に実施されてい

る。

2.調査の概要

調査は,平成 3年 1月 に調査された尾根上の隣接地に4か所のトレンチを設定して実施し

た。当地の基本層序は,第 I層表土,第 Ⅱ層黒色土,第Ⅲ層アカホヤ,第Ⅳ層黒褐色土,第

V層暗褐色土,第Ⅵ層黄褐色土となっている。各 トレンチでは基本層序がみられるなど土層

の残存状況は極めて良好である。遺構は3Tの第V層暗褐色土上層で集石遺構らしい焼石の

まとまりが検出された。遺物は3Tで黒曜石製の石鏃, 4Tで土器小片が出土したほか,各

トレンチからも第V層暗褐色土上層で焼石,チ ヤート片,黒曜石片等が出土している。

なお,平成 3年の発掘調査では古墳時代の竪穴住居跡が検出されていたので,第 Ⅱ層黒色

土での同時代の遺物の出土に注意していたが,今回の調査ではまったく出土していない。

第 3ト レンチ焼石出土状況

大 年 谷

遺跡の近景 (北東より)
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